
             

学習評価の充実のために 
 

新学習指導要領が、いよいよ本年度から小学校では全面実施となりました。中学校では令和３

年度全面実施に向け、準備を進められていることと思います。新学習指導要領では求められる資

質・能力が三つの柱で整理され、それらの育成がバランスよく実現できるよう留意する必要があ

ります。学習評価についても４観点（国語のみ５観点）から、「知識・技能」「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に変わっています。今回は、特に注意して欲しい

点として「主体的に学習に取り組む態度」の評価と、「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」、

観点別学習状況の評価と評定への総括について取り上げます。 

 

主体的に学習に取り組む態度の評価 
各教科等への関心については従前の「関心・意欲・態度」

でも重視されていましたが、「主体的に学習に取り組む態度」

では、よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組もう

とする態度を評価するという趣旨が改めて強調されていま

す。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、①知

識及び技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を身に

付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとする側

面と、②その粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整し

ようとする側面、という二つの側面から評価します。 

ノートやレポート等における記述、授業中の発言、教師に

よる行動観察、児童生徒による自己評価や相互評価等の状況

を教師が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いる

中で、右図の★印のような「努力を要する」状況（C）にい

る児童生徒を見過ごさず、支援して、Ｂに引き上げることが

大切です。 

 

 

 

 

 客観的な評価を行うためには上記のように多面的な

側面から評価しますが、児童生徒による自己評価から

見取る際には、小単元の学習の結果や過程の振り返り

から、学習に見通しを持って取り組むことができてい

るか、自己の学習の質を高めるための調整を行えてい

るかを観察します。 

 

 

 

 

わかったこと・大切な考え方など まだはっきりしないこと・知りたいこと 

小単元１ 

  

  

  

小単元２ 

  

  

  

小単元３ 
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「主体的に学習に取り組む態度」の 
評価イメージ 

学びの足跡が残るように振り返りシートなど

を活用することも評価方法の工夫の１つです。

その際、「分かったこと・大切な考え方など」「ま

だはっきりしないこと・知りたいこと」等とい

った視点を与えることも大切です。 

小単元などの数時間の区切りで時間をとり、教科書、

ノート等を見直しながらゆっくり自己の学習につい

て振り返る機会を設けることも考えられます。 

★印の児童生徒は、①粘り強い取組は行えている

が、②学習の調整ができていない状況です。学習の

質を高められるよう支援する必要があります。 

振り返りシートの例 



「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」 
 実際に評価をしていく中で、毎時間全児童生徒の学習状況を記録に残すこと

は難しく、現実的ではありません。教師は指導することに十分な時間と労力を

かけられるように、日々の授業の中では児童生徒の学習状況を把握して指導に

生かす「指導に生かす評価」に重点を置きつつ、単元の中で「記録に残す評価」

を計画的に位置付けることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点別学習状況の評価と評定への総括 

評価規準を作成して実際に評価するには、右図のように、児童生徒を評価する

ときの実現状況を設定します。設定した評価規準に照らして、まず、「おおむ

ね満足できる」状況（Ｂ）か、「努力を要する」状況（Ｃ）かを判断します。

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断されるもののうち、児童生徒の学習

の実現の程度について、質的な高まりや深まりをもっていると判断されるもの

を「十分満足できる」状況（Ａ）とします。 

観点別学習状況の評価の評定への総括は、各観点の評価結果を A、B、Cの組

合せ、又は、A、B、Cを数値で表したものに基づいて総括し、その結果を小学

校では３段階、中学校では５段階で表します。 

A、B、Cの組合せから評定に総括する場合、下記の

「学年末における評定への総括の例」のようにするの

が適当であると考えられます。それ以外の場合は、各

観点の A、B、C の数の組合せから適切に評定するこ

とができるようあらかじめ各学校において決めてお

く必要があります。 

 なお、評価の結果が「知識・技能」「思考・判断・ 

表現」「主体的に学習に取り組む態度」の各観点につ 

いて、「CCA」や「AAC」といったばらつきのあるものとなっ

た場合については、児童生徒の実態や教師の授業の在り方などそ

のばらつきの原因を検討し、必要に応じて児童生徒の学習や教師

の指導の改善を図るなどの対応が求められます。 
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１ □□ 知  

２ □□ 思  

３ □□ 知 〇 

４ □□ 態  
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 毎時間行う評価です。例えば、単元の

前半では努力を要する状況の児童生徒を

中心に見取り、単元や本時の目標を達成

するために必要な手立てや支援を行うこ

とも考えられます。目標の実現のために、

児童生徒の学習状況を机間指導等で適切

に見取って支援し、つまずきの確かな解

消を図ります。 

 指導した内容について、児童生徒の

達成状況を見取り、全員分記録に残し

総括するための評価です。そのため単

元のまとまりの中で指導した内容の達

成状況が適切に見取れる段階で評価し

ます。１回の授業で３観点全てを評価

するのではなく、「記録に残す評価」

の場面を精選することが重要です。 

「指導に生かす評価」 「記録に残す評価」 

現行で「AAAA＝５」

としている中学校は、

「AAA＝５または４」

とした場合、生徒や保

護者への丁寧な説明が

必要です。 

※中学校では、「十分満足できる」状況が４です。 

「新学習指導

要領の趣旨を

踏まえた学習

評価」 

令和２年２月

岡山県総合教

育センター 

「指導と評価の

一体化」のため

の学習評価に関

する参考資料 

令和２年３月国

立教育政策研究

所 

学習評価の参考資料 

各 Web ページから DL 可能です。 

学年末における評定への総括の例 

指導と評価の計画イメージ 

空欄は指導に生かす

評価、○は記録に残す

評価を表しています。 


